
卒業式・卒業生を送る会 

 

あんどん作り（１年生総合的な探究の時間） 

 

修了式・離任式 

 

      

 

 

３月１日（金）卒業式を行いました。今年度の卒業生は

１名だけでしたが、多くの来賓の方々にご臨席いただき、

盛大に式を行うことができました。卒業証書授与の後、村

崎校長先生の式辞では、インド独立の父マハトマ・ガンジ

ー氏の「明日死ぬかのように生き、永遠に生きるかのよう

に学びなさい。」という名言が紹介され、「一日一日を充

実させ、学び続けることの大切さを示唆する言葉です。こ

れからの時代にふさわしい、新しい学びのスタイルを身に

つけてきた山本さんであれば、どんなことも必ず乗り越え

られると信じています。まわりの方々への感謝の気持ちを

忘れず頑張ってください。」との言葉が贈られました。 

 

 

 

 

在校生尾上さんの送辞では、新入生歓迎会のバドミン

トン大会、生徒皆で相談して決めた遠足、清水 PR、文化

祭のダンスで音楽の編集や練習会を開いてくれたことな

ど、多くの思い出が語られました。最後に、山本さんへの

感謝の気持ちと、伝統を受け継ぐ決意が述べられました。 

卒業生山本さんの答辞では、１年生の次世代育成事業

で歩いた熊野古道、２年生で大阪、神戸、倉敷、高松、徳

島を訪れた修学旅行、清水温泉「あさぎり」で行ったイン

ターンシップ、３年生になって進路を決めるために何度も

行ったオープンキャンパス、小学生・中学生を招いた文化

祭でのダンスや紙ヒコーキコンテスト、放課後残って練習

した結果検定合格できて自信になったことなどの思い出

が語られました。最後に、先生や在校生、保護者、高校生

活を支えてくれたすべての方への感謝の気持ちが述べら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

送る会では、3年間の思い出がスライド上映された後、

卒業生が小学校・中学校でお世話になった先生方からの

手紙が代読されました。最後に、在校生から卒業生に花

束が贈られました。 

 

 

 

 

 

１月２６日（金）清水にある「体験交流工房わらし」で

保田紙の紙すき体験を行いました。その後、和紙とその原

料となる「こうぞ」をいただいたので、１年生はあんどんを

作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月２２日（金）修了式では、生徒会長尾上さんが、

「今年同様、２年生になっても頑張ります。」と挨拶し、校

長先生の式辞では、「時を守り、場を浄め、礼を正す」の

三つを実行することの再確認がありました。離任式では、

保健体育科の森井先生が箕島高校に転任されることが

紹介され、挨拶の中で「勝負は甘いものではないことを

伝えてきました。上手くなって挑戦してくれることを待って

います。」と話されました。生徒会副会長山本さんの挨拶

の中で「常に前向きに進むことの大切さを教えていただ

きました。」と感謝の気持ちが述べられました。 
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